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ことしも台風が

やってくる

A 聞
QJ!臥め被害防止に万全を

夏から秋の初めにかけては台風が九 !1

州方面に数多 く 来襲する季節です。 ~
そこで各家庭では被害をできる?をけ 1
少在くするため -ぎのことがら を !l
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.風が強く 家の破損、話IJ壊在ど危険 t
があると思われるときは最寄 りの学
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最
近
児
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生
徒
に
よ
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非
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ま
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当
を
施
せ
ば
治
療
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的
兆
候
を
あ
け

易
で
あ
る
と
同
様
に
、
子
供
ま
す

と
、
つ
管
の
よ
う
な
も
の

の
心
の
病
気
と
い
う
べ
き
不
が
あ
け
ら
れ
ま
す
。

十
分
注
意

良
化
の
場
合
に
も
早
く
発
見

を

し
て
子
供
さ
ん
を
明
る
く
健

し
て
双
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陸軍語髄盈盤露E

今月は固定資産税第3期分と国民

健康保険説8月分を納める月です

忘れずにおき市民のみなさん

めてください。
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回

家

の

増

改

築

に

は

よ

う

で
す。

刊
払
園

無
許
可
の
±
ま
工
卒
に
着
手
し

F
閤

許

可

が

い

り

ま

す

調

た
り
竣
功
後
申
請
の
手
続
を
取

伴
置
家
主
増
築
し
た
り
改
築
、
新

っ
た
り
す
る
の
は
間
違
っ

τ
い

間
建
築
し
た
り
す
る
場
合
は
必
十
県
ま
す
。

昭

の

許

可

を

受
け
て
着
工
し
な
け
必
十
所
定
の
手
続
を
し
て
確
認

れ
ば
な
ら
在

い
こ
と
に
な
っ
て
の
上
着
工
し
て
く
だ
さ
い
υ

い
ま
す
。

手
続
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
こ

最
近
は
と
く
に
建
築
物
の
改
増
と
は
市
の
建
訟
課

に
告
た
十
凪

築
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て

い
る
く
だ
さ

い
。

{
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設
謀
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健

康

保

険
の
被
保
険
者

和
忙
転
出
入
、
職
場
の
健
康
保
険

昭

E

加
入
、
脱
退
、
な
ど
で
異
動
が
あ

っ
た
と
き
は
、
十
日
以
内
に
届

け
出
て
被
保
険
者
証
の
訂
正
確

認
を
う
け
友
け
れ
ば
な
ら
左
い

こ
と

K
在
っ
て
い
ま
す
。

門
こ
の
手
続
き
を
し
友
か
っ
た

わ
J

、
遅
れ
て
届
け
た
り
す
る
と

給
付
が
う
け
ら
れ
泣
か
っ
た
り

市
ず
給
付
し
た
医
療
費
を
返
還

さ
せ
ら
れ
た

p
、
皆
さ
ん
に
不

利
な
こ
と
が
起
り
ま
す
。

被
保
険
者
証
の
訂
正
、
確
認

は
ご
面
倒
で
も
必
や
期
間
内
に

う
け
て
く
だ
て
い
。
〈
保
険
衛
生
課
〉

被
保
険
者
に
異
動
が
あ
れ
ば

十
日
以
内
に
保
険
衛
生
課
へ

り大村市政だよ(3) 
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収
八
千
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管
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務
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十
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十
J
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員
二
十

t
三
十
才
日
収
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務
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熔
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エ
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千

J
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十
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才
ま
で
一
万
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万
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万
八
千

t
=一
万
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才
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収
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百
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三
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千
円

動
車
運
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指
導
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二
十
二

t
=一
ご
十
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・
炊
事
婦
二
十
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五
十
女
子
電
機
組
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五
才
ま

十
五
才
二
万
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・
自
動
車
整
備
才
住
込
手
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五
千
円
・
保
母
十
で
九
千
五
百

t
一
万
円
(
八
月

・
塗
装
工
十
八
J
三
十
五
才
一
八
J
二
十
二
才
住
込
五
千
円
以
二
十
七
日
選
考
)
ゴ
ム
加
工
工

万
五
千

t
三

万

円

・

集

金

・

外

上

二

十

七

才

ま

で

一

万

t
一
万
三

交
員
二
十
五

1
四
十
才
一
万

t
【
県
外
】
男
子
建
築
技
術
者
千
円
・
そ
の
他
紡
績
・
織
布
等

一
万
五
千
円
(
五

O
位
以
上
む
二
十
二

t
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十
五
才
二
万
三
千
多
数
有
り
。

免
許
所
有
者
〉
・
製
材
噂
雑
役

t
=一
万
七
千
円
・
電
機
組
立
工
(
大
村
公
共
職
業
安
定
所
〉

七
月
一
日
付
で
、
新
し
く
大
一
一

村
市
に
編
入
し
た
武
留
路
郷
の
一
一

市
民
の
み
在
さ
ん
を
対
象
に

七
出

月
十
六
日
、
市
政
の
説
明
会
を
劃

行
い
ま
し
た
。

か

こ
の
日
は
市
か
ら
市
長
を
は
一
一

じ
め
各
課
長
が
出
席
、
地
元
か
吟

ら
は
約
六
十
名
の
人
々
が
出
席
一
一

し
て
、
大
村
市
の
行
政
機
構
、

一一

事
務
取
り
扱
い
た
ど
を
く
わ
し
一
一

く
勉
強
、
地
元
か
ら
要
望
な
ど
か

も
で
て
有
意
義
な
市
政
の
説
明
U

会

を

沿

わ
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ま

し

た
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"
=
E
H
日
に日に

H
Hに口

H
H
h・5
u
n
5
2
M
M
x
x・U
H
E
mU
町誠
2

・・E
・E
・-za'園
田
堅
持
H
H
E
"
U
H
-
-
g書
M
凶
H
J

詰

hHu--u詰
問

H
2
5
H
a

の

新しい市民のみなさんに

市長も出席して

市政の説明会
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r
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内
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円
内

γ
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守
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マA
け
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き
ょ
う
の
話
題

長
距
離
列
車
の
乗
車
券

特
急
や
急
行
な
ど
の
畏
距
離

列
車
を
利
用
す
る
と
き
は
始

発
駅
ま
で
行
っ
て
乗
車
す
る

こ
と
が
案
外
多
い
も
の
で
す

こ
の
よ
う
な
場
合
の
た
め
に

連
続
し
た
乗
車
券
(
例
え
ば

大
村

t
長
崎

1
東
京
)
が
市

内
の
駅
(
岩
松
、

大
村
、
竹

松
、
松
原
)
で
も
発
売
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
治
、
希
望
す

る
列
車
の
急
行
券
も
同
時
に

講
入
で
き
る
よ
う
に
在

っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
を
利
用
す
れ
ば
始
発
駅

で
の
混
雑
も
さ
け
る
こ
と
が

で
き
、
た
の
し
い
旅
立
ち
が

で
き
ま
す
。



先
日
実
施
し
ま
し
た
一
般
市
九
月
一
日
よ
り
九
月
三
十
日

民
の
結
核
検
診
の
結
果
、
異
状
ま
で
に
国
立
大
村
病
院
、
市
立

の
あ
る
人
に
は
十
三
日
に
直
接
病
院
で
被
爆
者
手
帳
を
も
っ
て

撮
影
、
か
く
た
ん
検
査
な
ど
の
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

精

密

検

査

の

通

知

を

発

送

し

ま

(

福

祉

事

務

所

〉

し

た

。

開

催

臨

時

異

状

の

な

い

人

に

は

個

人

通

昭

和

二

十

九

年

九

月

一

日

以

女
子
従
事
員
を
募
集

知

は

い

た

し

ま

せ

ん

の

で

、

八

前

に

交

付

さ

れ

た

身

体

障

害

者

月
二
十
日
ご
ろ
ま
で
に
個
人
通
市
事
業
課
で
は
競
艇
開
催
臨
手
帳
の
更
新
を
す
る
こ
と
に
な

知
を
受
け
ら
れ
・
な
か
っ
た
人
は
時
女
子
従
事
員
を
募
集
し
て
い
り
ま
し
た
の
で
つ
ぎ
の
要
領
で

異

状

が

在

か

っ

た

人

で

す

の

で

ま

す

。

福

祉

事

務

所

へ

回

け

出

て

く

だ

ご

安

心

く

だ

さ

い

。

ム

市

内

居

住

者

で

満

四

十

五

(

保

険

衛

生

課

)

才

未

満

の

女

子

(4) 

市
役
所
↑

通
知
の
こ
な
か
っ
た
人
は

原
爆
被
爆
者
の

一
般
健
康
診
断

り

ま
ず
安
心
:
:
。

大村市政だよ昭和“隼4月u日第三種郵便物毘可

j豚コレラの予防注射を行います。

秋の定期豚コレラ予防注射をつぎの日 j

:程で実施します。豚を飼っている人はあ j

:らかじめ農協に申し出てください。

注射は各飼育農家を巡回して行います;

期日と区域はつぎのと語りです。

~0:域期日

i松原 8月30日、 31日

j竹松 9月4目、 5日、 6日

i福重 1/ 18日、 19日

j鈴田 1/ 20日、 21日
i三浦 1/ 23日

j大村 10月4目、 5日

:萱瀬(上 1/ 24日 ; 

:萱瀬(下) 1/ 25日

: t'Q大村 1/ 28日、 29日、 30日、 31日

昭和総年8月20日

八
月
三
十
日

午
前
十
時

ム
公
売
場
所
市
税
務
課

ム
公
売
方
法
一
般
競
争
入
札

ム
公
売
保
証
金
見
積
価
額
の
⑪
小
路
口
郷
千
本
杉
六
百
五
十

百

分

の

十

番

の

八

畑

二

反

歩

ム
代
金
納
付
期
限
九
月
六
日
⑫
宮
代
郷
吉
丸
百
十
九
番
田

午

前

十

一

時

三

畝

八

歩

ム
農
地
の
買
受
に
は
知
事
の
適
⑬
一
の
郷
池
の
本
四
百
三
十
七

格

証

明

書

が

必

要

で

す

。

番

目

七

畝

二

十

六

歩

⑬
徳
泉
川
内
郷
八
百
五
十
三
番

ム
公
売
物
件

三
家
屋
番
号
同
郷
六
十
三

①
祝
崎
郷
原
二
百
七
十
三
番
の
番
木
造
瓦
葺
平
家
建
居
宅

三
畑
八
畝
二
十
歩
外
畦
畔
一
棟
建
坪
十
五
坪
九
合

二

歩

⑮

原

口

郷

六

百

七

十

四

番

イ

家

②
今
村
郷
蓮
蔵
寺
二
百
五
十
九

屋
番
号
同
郷
百
十
二
番
三

番
才
一
回
八
畝
二
十
七
歩
木
造
瓦
葦
平
家
建
庖
舗
一
棟

九
月
か
ら
毎
月
一
日
の
正
午
一
:
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
・:
j
i
-
-
J
@岩
松
郷
中
針
尾
六
十
七
番
イ
建
坪
二
十
九
坪
八
守

…
萱
瀬
ダ
ム
は
大
雨
な
ど
の
と
…

に

、

放

流

警

報

サ

イ

レ

ン

の

…

日

才

一

の

才

ニ

畑

三

畝

二

歩

⑮

野

田

郷

石

坂

千

四

百

一

一

番

…
き
、
洪
水
を
調
節
す
る
た
め
…

吹

鳴

テ

ス

ト

を

行

い

ま

す

の

リ

日

外

十

二

歩

畦

昨

田

七

畝

一

一

十

七

歩

…
に
水
を
放
流
す
る
こ
と
が
あ
…

で

放

流

警

報

サ

イ

レ

ン

と

、

…

…

④

武

部

郷

武

部

二

百

九

十

六

番

⑪

野

田

郷

石

坂

千

四

百

二

十

八

…
b
ま
ず
。
こ
の
放
流
に
よ
っ
υ

ま

ち

が

わ

な

い

よ

う

に

し

て

日

…

九

宅

地

五

十

七

坪

番

才

二

山

林

一

畝

五

歩

…
て
、
郡
川
の
水
位
が
急
に
か
…

く

だ

さ

い

。

…

，

…
⑤
諏
訪
郷
野
口
千
二
百
七
十
番
同
郷
笠
山
千
四
百
七
+
六
番

…
わ
る
よ
う
在
場
合
は
、
前
も
日

、な

た

、

放

流

警

報

用

サ

イ

レ

…

…

口

畑

四

畝

十

九

歩

才

一

山

林

二

畝

三

十

一

歩

i

…
っ
て
放
流
警
報
サ
イ
レ

γ
を
…

ン

は

郡

川

沿

岸

の

七

カ

閉

に

…

二

⑥

諏

訪

郷

野

口

千

二

百

七

十

一

同

郷

同

番

才

二

山

林

二

畝

…
鳴
ら
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
…

設

置

し

て

あ

り

ま

す

。

…

:
j
i
-
-
:
i
j
i
-
-
:
・:ji---h

番

二

畑

四

畝

歩

十

八

歩

(

税

務

課

〉

市
役
所
↑

ζ::::.. 

申
込
九
月
五
日
ま
で
に

市
の
事
業
課
へ
履
歴
書
を

出
し
て
く
だ
さ
い
。

珠
算
、
一
般
常
識
、
面
接

を
行
い
ま
す
。

ム

(
事
業
課
)

身
体
障
害
者
の

手
帳
を
更
新

さ
い
。今
持
っ
て
い
る
手
帳
と
、
現

在
の
上
半
身
写
真
〈
た

τu

四
セ
ン
チ
、
ょ
こ

1
E一
セ
ン

チ
)
を
一
枚
提
出
し
、
手
帳

に
記
載
し
て
あ
る
住
所
ま
た

は
等
級
な
ど
が
現
在
と
ち
が

っ
て
い
る
場
合
は
手
続
が
必

要
で
す
の
で
そ
の
旨
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

本
人
が
出
て
く
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
代
人
が
届
け

出
て
も
い
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
必
ら
や
J

手
続
き
を

終
了
し
て
く
だ
さ
い
。

(
福
祉
事
務
所
)

⑦
並
松
郷
櫨
畑
百
八
番
百
九
番

合
併
才
四
畑
九
畝
十
歩

③
富
の
原
郷
大
川
田
百
五
十
番

畑
一
反
歩

⑨
小
路
口
郷
上
小
路
口
二
百
六

十
番
三
山
林
六
畝
七
歩
同

郷
同
番
四
山
林
二
十
二
歩

⑮
富
の
原
郷
中
江
五
百
十
二
番

畑
一
反
歩

差
押
え
財
産
を
公
売

30日

市
税
滞
納
に
よ
り
、

差
押
え
た
財
産
を
つ
ぎ

の
と
語
り
公
売
し
ま
す

ム
日
時

毎
月
一
日
に
ダ
ム
放
流
警
報
サ
イ
レ
ン
の
テ
ス
ト


